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大
阪
画
壇
研
究
補
遺

―

「
北
野
恒
富
展
」
を
め
ぐ
っ
て―

橋

爪

節

也

は
じ
め
に

北
野
恒
富
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
金
沢
市
に
生
ま
れ
た
。
印
刷
物
の
版
下
を
彫
る
彫
刻
に
従
事
し
な
が
ら
南
宗
画
や
光
琳

風
を
学
び
、
人
物
画
を
独
学
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
画
家
を
志
し
て
来
阪
し
、
新
聞
挿
絵
画
で
活
躍
し
て
い
た
稲
野
年
恒	

（
一
八
五
八
～
一
九
〇
七
）
に
学
ん
で
画
家
と
し
て
独
立
す
る
。
宗
右
衛
門
町
な
ど
大
阪
南
地
の
花
街
を
本
拠
に
、
妖
艶
な
美
人
画
に

特
色
を
発
揮
、
東
京
の
鏑
木
清
方
、
京
都
の
上
村
松
園
と
並
び
、
三
都
の
ひ
と
つ
大
阪
を
代
表
す
る
美
人
画
家
と
賞
賛
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
で
巽
画
会
大
阪
支
会
、
大
阪
絵
画
春
秋
会
、
大
正
美
術
会
、
大
阪
絵
画
展
覧
会
、
大
阪
茶
話
会
、
大
阪
市
美
術
協
会
な
ど
、
明
治
末

か
ら
昭
和
に
か
け
て
大
阪
を
拠
点
と
し
た
美
術
団
体
の
中
心
画
家
と
し
て
活
動
し
、
さ
ら
に
横
山
大
観
の
誘
い
で
、
再
興
日
本
美
術
院

に
も
大
阪
か
ら
唯
一
人
、
参
加
し
た
。
画
塾
の
白
耀
社
を
結
成
し
、
中
村
貞
以
を
は
じ
め
と
す
る
後
進
を
育
成
し
た
が
、
終
戦
直
後
の

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
没
し
て
い
る
。
大
阪
で
活
躍
し
た
画
家
た
ち
を
近
年
、“
大
阪
画
壇
”
と
呼
称
す
る
が
、
恒
富
は
、

ま
さ
に
近
代
の
“
大
阪
画
壇
”
で
最
初
に
指
を
屈
す
べ
き
代
表
者
で
あ
っ
た
。
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平
成
十
五
年
、
没
後
半
世
紀
近
く
が
た
っ
て
「
北
野
恒
富
展
」
が
企
画
開
催
さ
れ
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
石
川
県
立

美
術
館
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
を
巡
回
す
る
。
平
成
三
年
の
博
物
館
明
治
村
「
描
か
れ
た
浪
花
情
緒　

北
野
恒
富
の
美
人
画
」

（
出
品
作
品
46
点
）
以
降
、
恒
富
没
後
、
実
質
的
に
初
の
大
規
模
な
本
格
的
回
顧
展
と
な
っ
た
と
言
え
る
も
の
で
、
院
展
出
品
作
を

は
じ
め
、
版
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
挿
絵
、
大
下
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
１
１
８
点
の
ほ
か
、
自
筆
履
歴
な
ど
関
連
資
料
が
出
品
さ
れ

た
。
カ
タ
ロ
グ
も
論
攷
、
年
譜
、
参
考
文
献
、
恒
富
自
身
の
著
述
の
抜
粋
、
関
連
資
料
等
を
網
羅
す
る
。

平
成
二
年
の
開
設
以
来
、
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
（
仮
称
）
建
設
準
備
室
（
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
と
略
す
）
に
学
芸
員
と
し
て

勤
務
し
、
恒
富
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
私
は
、
こ
の
「
北
野
恒
富
展
」
の
企
画
に
携
わ
っ
た
が
、
初
の
本
格
的
回
顧
展
と
し
て
の

限
界
や
、
展
覧
会
図
録
の
論
攷
も
、
紙
数
の
制
約
が
あ
っ
て
充
分
に
論
じ
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
問
題
に

は
、
別
に
論
攷
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
が
、
本
年
、
大
阪
大
学
に
移
っ
た
機
会
に
、「
北
野
恒
富
展
」
に
関
し
て
、
少
し
自
由
な
形

で
二
つ
の
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
つ
は
「
北
野
恒
富
展
」
前
後
の
大
阪
画
壇
研
究
の
動
き
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
北
野
恒
富
展
」
は
、
も
と
産
経
新
聞
大
阪
本
社
事

業
部
に
在
職
し
た
南
市
雄
氏
が
、
恒
富
の
御
遺
族
の
強
い
依
頼
も
あ
っ
て
、
美
術
館
に
企
画
を
持
ち
込
ん
で
実
現
し
た
展
覧
会
で
あ
る
。

内
容
に
関
し
て
は
、
大
阪
画
壇
や
大
阪
ゆ
か
り
の
画
家
を
と
り
あ
げ
た
そ
れ
ま
で
の
展
覧
会
の
流
れ
と
、
恒
富
を
と
り
あ
げ
た
研
究
史

と
の
交
叉
す
る
地
点
に
開
催
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
こ
に
は
学
術
研
究
の
成
果
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
や
社
会
動

向
を
睨
ん
だ
展
覧
会
独
自
の
思
想
、
展
覧
会
固
有
の
生
理
の
作
用
し
た
部
分
も
あ
り
、
企
画
側
の
人
間
が
何
を
考
え
て
一
つ
の
展
覧
会

を
組
織
し
、
開
催
し
た
か
を
記
録
す
る
こ
と
は
、
社
学
連
携
を
重
視
す
る
現
代
の
大
学
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
こ
と
と
思
う
。

も
う
一
つ
は
、
美
術
史
研
究
の
視
点
か
ら
造
形
的
な
問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。「
北
野
恒
富
展
」
で
は
、
数
々
の
新
出
作
品
の
ほ
か
、
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《
淀
君
》《
お
茶
室
へ
》
な
ど
の
大
下
絵
を
展
示
し
た
が
、
展
覧
会
後
、
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
で
も
何
点
か
の
院
展
出
品
作
の
大
下
絵

を
収
集
し
た
。
完
成
作
と
下
絵
・
原
画
の
比
較
で
画
家
の
創
作
の
秘
密
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
多
く
、
こ
れ
ら
の
大
下
絵
も
、
恒
富

芸
術
の
あ
り
方
を
創
作
の
現
場
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
資
料
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
完
成
作
を
精
緻
に

理
解
す
る
た
め
、
こ
こ
に
完
成
作
品
と
比
較
し
て
と
り
あ
げ
た
い
。

一
、「
北
野
恒
富
展
」
ま
で
の
展
覧
会
と
研
究

大
阪
画
壇
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
展
覧
会

「
北
野
恒
富
展
」
開
催
に
関
し
て
、
そ
の
社
会
的
意
義
や
背
景
を
論
じ
る
前
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
近
代
美
術
館
建
設
準
備

室
の
学
芸
員
と
し
て
私
が
感
じ
て
い
た
大
阪
の
美
術
に
関
す
る
焦
燥
感
、
危
機
意
識
で
あ
る
。

大
阪
の
美
術
は
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
充
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
有
力
画
家
さ
え
も
伝
記
の
作
成
、
基
準
作
の
確
定
、

画
風
展
開
の
考
察
な
ど
が
不
充
分
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
基
礎
的
調
査
は
、
地
元
の
美
術
館
、
自
治
体
の
文
化
財
調
査
と
連
動

し
た
大
学
が
担
う
こ
と
が
多
い
が
、
市
制
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
北
区
中
之
島
四
丁
目
の
大
阪
大
学
医
学
部
跡
地
に
予
定
の
近
代

美
術
館
建
設
の
遅
れ
も
ま
た
、
大
阪
画
壇
の
再
検
証
に
影
響
し
た
。
美
術
館
が
建
設
さ
れ
な
い
た
め
展
覧
会
も
開
か
れ
ず
、
大
阪
の
画

家
た
ち
の
知
名
度
は
低
下
し
、
遺
族
や
関
係
者
も
次
第
に
少
な
く
な
り
、
作
品
や
美
術
情
報
も
散
逸
し
て
い
く
。
近
年
の
美
術
事
典
で

も
大
阪
の
美
術
へ
の
記
述
は
薄
く
、
大
阪
抜
き
で
日
本
美
術
史
が
語
ら
れ
て
も
、
誰
も
不
自
然
に
思
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
戦
前
の
大
阪
は
都
市
の
富
力
と
比
例
し
て
有
力
コ
レ
ク
タ
ー
が
存
在
し
、
高
島
屋
美
術
部
は
じ
め
画
商
も
活
躍
し
た
。

ま
た
、
大
阪
生
ま
れ
の
朝
日
、
毎
日
な
ど
大
新
聞
社
が
地
元
の
美
術
記
事
を
豊
富
に
伝
え
、「
大
毎
美
術
」「
美
術
と
趣
味
」
な
ど
美
術
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雑
誌
も
刊
行
さ
れ
た
。「
美
術
と
趣
味
」
に
は
「
特
輯･

北
野
恒
富
號
」（
第
四
巻
第
一
號
、
昭
和
十
四
年
）
も
あ
る
。
さ
ら
に
木
村
蒹

葭
堂
の
展
観
・
出
版
な
ど
学
術
的
な
顕
彰
や
、
南
木
芳
太
郎
創
刊
の
「
上
方
」
な
ど
郷
土
研
究
誌
で
も
美
術
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
大
阪

の
画
家
に
つ
い
て
の
言
及
も
比
較
的
な
さ
れ
た
。
大
阪
市
立
美
術
館
も
「
大
阪
芸
苑
紹
介
企
画
」
と
銘
打
っ
て
「
岡
田
米
山
人
並
半
江

展
」（
昭
和
十
六
年
）、「
西
山
芳
園
並
完
瑛
展
」（
昭
和
十
七
年
）
を
開
催
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
る
と
大
阪
の
美
術
愛
好
は
、「
阪
急
美
術
」「
汎
究
美
術
」
を
経
た
「
日
本
美
術
工
芸
」
な
ど
、
美
術
雑
誌
に
継

承
さ
れ
る
が
、
政
治
経
済
を
含
め
、
大
阪
全
般
が
地
盤
沈
下
す
る
な
か
で
、
在
阪
の
マ
ス
コ
ミ
の
地
位
や
出
版
機
能
も
低
下
し
、
大
阪

画
壇
へ
の
感
心
が
薄
ら
い
で
い
く
。
洋
画
は
、
戦
前
の
全
関
西
洋
画
展
開
催
な
ど
、
む
し
ろ
京
都
以
上
に
大
阪
が
中
心
地
で
、
兵
庫
県

立
近
代
美
術
館
、
梅
田
近
代
美
術
館
も
開
館
し
て
認
知
度
の
低
下
は
緩
や
か
だ
っ
た
が
、
大
阪
の
日
本
画
家
や
作
品
へ
の
関
心
は
急
激

に
減
退
し
た
。
そ
の
空
隙
を
埋
め
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
近
世
絵
画
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
「
近
世
の
大
坂
画

壇
展
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
昭
和
五
十
八
年
に
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』（
同
朋
舎
出
版
）
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
の
成
果
が
、
今
日
の
大
阪
画
壇
研
究
へ
と
直
結
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
か
は
別
問
題
だ
が
、
現
代

の
大
阪
画
壇
研
究
の
定
礎
を
な
し
た
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
大
阪
画
壇
は
、
日
本
画
を
中
心

に
美
術
史
の
研
究
対
象
と
し
て
黙
殺
さ
れ
て
い
た
印
象
が
あ
っ
た

（
１
）。

そ
れ
が
平
成
に
な
る
と
、
次
第
に
日
本
画
を
中
心
に
大
阪
画
壇
へ
の
関
心
が
高
ま
り
だ
す
。
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
大
阪
周
辺
の

公
立
美
術
館
・
博
物
館
施
設
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
大
阪
の
衛
星
都
市
に
美
術
館
・
博
物
館
施
設
が
開
館
し
、
地
域
に
密
着

し
た
地
元
の
美
術
が
再
検
証
さ
れ
は
じ
め
る
。
こ
う
し
た
施
設
を
バ
ブ
ル
の
箱
物
行
政
と
批
判
す
る
の
は
容
易
だ
が
、
大
阪
画
壇
再
評

価
の
拠
点
と
な
っ
た
事
実
も
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
規
模
館
が
多
く
、
予
算
削
減
で
充
分
な
内
容
の
展
覧
会
は
開
け
な
い
に
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し
て
も
、
私
が
感
じ
た
危
機
意
識
、
焦
燥
感
は
、
各
地
域
の
美
術
館
博
物
館
関
係
者
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
平
成
以
降
、「
北

野
恒
富
展
」
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
の
日
本
画
関
係
の
展
覧
会
を
、
開
催
館
ご
と
に
抜
粋
し
た
い
。

早
く
に
大
阪
の
画
家
の
展
覧
会
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
開
催
し
た
の
が
、
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
あ
る
。「
市
井
に
生
き
た

画
家　

須
磨
対
水
」（
平
成
三
年
）、「
日
本
画
家　

上
田
耕
夫
・
耕
冲
・
耕
甫
」（
平
成
五
年
）、「
日
本
画
家　

伊
藤
溪
水―

そ
の
作

品
と
生
涯―
」（
平
成
十
年
）、「
女
性
日
本
画
家
木
谷
千
種―

そ
の
生
涯
と
作
品―

」（
平
成
十
四
年
）
な
ど
、
池
田
ゆ
か
り
だ
が
、

同
時
に
大
阪
画
壇
の
中
心
で
活
躍
し
た
画
家
た
ち
の
企
画
展
を
開
い
て
い
る
。

市
立
美
術
館
計
画
も
あ
っ
た
枚
方
市
で
は
、
市
立
枚
方
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
浪
華
の
粋　

近
代
大
阪
の
日
本
画
名
品
展
」（
平
成

九
年
）、「
生
誕
百
年
記
念　

中
井
吟
香
展
」（
平
成
十
年
）、「
矢
野
橋
村
～
近
代
水
墨
画
の
精
粋
～
」（
平
成
十
四
年
）
を
開
く
。
中
井

吟
香
は
枚
方
市
美
術
協
会
の
画
家
、
矢
野
橋
村
は
南
画
院
の
有
力
画
家
で
、
御
殿
山
に
移
転
し
た
大
阪
美
術
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
枚
方
は
、
京
阪
奈
学
研
都
市
の
先
駆
的
な
形
で
学
校
を
誘
致
し
、
大
阪
美
術
学
校
も
そ
の
一
貫
で
移
転
す
る

（
２
）。

他
に
堺
市
博
物
館
「
近
世
大
阪
の
画
人―
山
水
・
風
景
・
名
所―

」（
平
成
四
年
）、
湯
木
美
術
館
「
浪
速
風
俗
を
描
く 

菅
楯
彦

展
」（
平
成
三
年
）、
同
「
軽
妙
な
筆
致
で
大
坂
を
描
く 
浪
華
耳
鳥
斎
」（
平
成
六
年
）
が
開
か
れ
、
大
学
で
は
、
関
西
大
学
図
書
館
が

平
成
六
年
に
「
関
西
大
学
図
書
館
創
設
八
〇
周
年
記
念
／
関
西
大
学
文
学
部
創
設
七
〇
周
年
記
念 

お
お
さ
か
文
芸
書
画
展　

近
世
か

ら
近
代
へ
」（
大
丸
心
斎
橋
店
）、
平
成
九
年
に
「
大
坂
の
書
と
画
と
本
」（
京
阪
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ

ン
ス
）
を
開
催
し
た
。

さ
ら
に
大
阪
圏
で
は
な
い
が
、
平
成
三
年
に
「
北
野
恒
富
の
美
人
画
」
が
博
物
館
明
治
村
で
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
大
阪
の
画
家
を
出

身
地
で
顕
彰
し
た
展
覧
会
と
し
て
、
同
年
、
笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
で
「
浪
華
の
美
人
画
家 

上
島
鳳
山
展
」、
平
成
九
年
に
倉
吉
博
物
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館
で
「
浪
速
の
雅
人 

菅
楯
彦
展
」
が
開
か
れ
た
。

大
阪
市
で
は
、
市
立
美
術
館
で
「
庭
山
耕
園
・
花
鳥
画
の
世
界―

大
阪
を
愛
し
た
孤
高
の
写
生
派―

」（
平
成
七
年
）、「
美
術

研
究
所
の
五
〇
年
」（
平
成
八
年
）、「
な
に
わ
づ
に
咲
く
や
こ
の
花　

大
阪
画
壇
の
近
世
／
近
代
」（
平
成
十
年
）
が
、
市
立
博
物
館

で
は
平
成
九
年
度
か
ら
「
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研
究
」
を
行
い
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
私
も
参
画
し
た
「
没

後
二
〇
〇
年
、
な
に
わ
知
の
巨
人　

木
村
蒹
葭
堂
」（
平
成
十
五
年
）
を
開
催
す
る
。
他
に
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、

復
元
さ
れ
た
近
世
の
町
屋
に
常
時
、
大
坂
の
近
世
絵
画
を
展
示
し
、「
モ
ダ
ン
都
市
大
阪―

近
代
の
中
之
島
・
船
場
」（
平
成
十
四
年
）

を
開
催
し
た
。

こ
れ
ら
の
展
覧
会
で
特
徴
的
な
傾
向
が
、
庭
山
耕
園
、
須
磨
対
水
、
上
島
鳳
山
を
は
じ
め
、
大
阪
で
は
大
家
と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
、

官
展
に
背
を
向
け
て
市
井
に
埋
も
れ
、「
町
絵
師
」「
町
絵
描
き
」
と
し
て
活
躍
し
た
画
家
の
発
掘
で
あ
る
。
全
国
規
模
の
公
募
展
や
美

術
団
体
、
美
術
学
校
を
中
心
に
語
ら
れ
る
日
本
美
術
史
の
枠
か
ら
は
脱
落
し
た
存
在
だ
が
、
作
品
は
瀟
洒
で
、
大
阪
文
化
の
一
面
を
支

え
て
い
た
。

そ
し
て
、
私
の
所
属
し
た
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
で
は
、
平
成
九
年
、
大
阪
の
美
術
を
総
括
的
に
問
う
試
み
と
し
て
「
美
術
都
市
・

大
阪
の
発
見―

近
代
美
術
と
大
阪
イ
ズ
ム―

」（
Ａ
Ｔ
Ｃ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
開
催
し
た
。
こ
の
開
催
の
背
景
に
は
、
建
設
計
画

の
遅
れ
に
よ
る
大
阪
の
美
術
作
品
や
美
術
情
報
の
散
逸
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
阪
そ
の
も
の
の
文
化
的
な
地
位
低
下
を
阻
止
し
た
い
思

い
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
平
成
二
年
に
第
一
次
開
館
し
た
東
京
都
写
真
美
術
館
は
、
浪
華
写
真
倶
楽
部
、
丹
平
写
真
倶
楽
部
な
ど
の
戦
前

の
大
阪
の
前
衛
写
真
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
在
阪
の
所
蔵
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
市
が
写
真
作
品
の
収
集
を
開
始
し
た
の
は

そ
の
寄
贈
直
後
で
あ
り
、
す
で
に
重
要
作
品
の
大
半
は
東
京
都
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
反
省
か
ら
準
備
室
で
も
、
大
阪
の
美



�	 大阪画壇研究補遺

術
を
積
極
的
に
扱
お
う
と
い
う
姿
勢
を
示
そ
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
美
術
都
市
」
と
い
う
言
葉
は
、「
世
界
都
市
」「
歴
史

都
市
」
な
ど
の
用
語
が
当
時
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
の
造
語
で
、
文
化
芸
術
の
軽
視
で
戦
前
に
も
「
物
質
の
塵
都

（
３
）」

と
呼
ば
れ
た
大
阪
だ
が
、
実
は
独
自
の
美
術
が
発
展
し
た
街
で
も
あ
る
こ
と
を
際
立
た
せ
た
か
っ
た
。

「
美
術
都
市
・
大
阪
の
発
見
」
で
、
展
示
構
成
を
組
み
立
て
る
基
本
文
献
と
な
っ
た
の
が
、
刊
行
間
も
な
い
『
新
修
大
阪
市
史
』
第

六
巻
（
大
阪
市
史
編
纂
所
編
、
平
成
六
年
）
の
田
中
豊
氏
執
筆
分
担
「
美
術
界
の
動
向
」
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
の
大
阪
画
壇
の
通
史

を
示
し
、
女
性
画
家
の
活
躍
も
項
を
設
け
て
指
摘
す
る
内
容
で
、
美
術
史
家
が
な
す
べ
き
基
礎
を
他
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
者
が
適
切
に
ま

と
め
た
こ
と
に
、
私
を
は
じ
め
美
術
史
家
の
怠
慢
は
責
め
ら
れ
て
も
当
然
に
感
じ
ら
れ
た
。
近
代
美
術
館
で
は
、
平
成
十
三
年
に
も

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
美
術
パ
ノ
ラ
マ
・
大
阪
」
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成
の
二
十
年
間
は
大
阪
画
壇
研
究
の
復
興
期
と
評
価
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
た
い
が
、「
近
代
大
阪
美
術
研
究
会
」（
代
表
原
田
平
作
、

村
越
英
明
）
の
活
動
も
看
過
で
き
な
い
。
同
会
は
学
会
の
体
裁
を
と
ら
な
い
親
睦
会
的
な
研
究
会
で
、
平
成
三
年
の
創
設
以
来
、

五
十
回
を
越
す
見
学
会
と
研
究
会
を
開
催
し
、
平
成
十
九
年
に
は
五
十
回
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
視
覚
都
市
大
阪
の
美
術―

近
代

日
本
に
お
け
る
大
阪
の
役
割 

世
界
に
向
か
っ
て
何
が
で
き
る
か―

」
を
大
阪
歴
史
博
物
館
と
共
催
し
た
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

大
半
は
、
先
に
あ
げ
た
大
阪
周
辺
都
市
の
美
術
館
博
物
館
関
係
者
で
あ
っ
た
。

展
覧
会
ま
で
の
北
野
恒
富
の
研
究
史

続
い
て
「
北
野
恒
富
展
」
ま
で
の
恒
富
の
研
究
史
を
概
観
す
る
。
本
格
的
著
述
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
、
馬
場
京
子
氏
（
現
、
塩
川

京
子
）
の
『
現
代
日
本
美
人
画
全
集
第
三
巻
・
北
野
恒
富
／
中
村
大
三
郎
』（
集
英
社
）
が
あ
る
。
美
術
全
集
の
一
冊
で
、
門
下
の
中
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村
貞
以
に
一
巻
を
割
り
ふ
る
の
に
比
べ
、
中
村
大
三
郎
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
の
刊
行
だ
が
、
ま
と
ま
っ
た
早
い
著
述
で
あ
る
。
続
い
て

平
成
元
年
に
刊
行
が
は
じ
ま
る
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』（
日
本
美
術
院
）
の
調
査
で
、
松
浦
あ
き
子
氏
ら
に
よ
っ
て
恒
富
資
料
も
次

第
に
集
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

没
後
の
個
人
展
は
、
平
成
三
年
、
博
物
館
明
治
村
で
の
「
描
か
れ
た
浪
花
情
緒　

北
野
恒
富
の
美
人
画
」
が
先
駆
け
と
な
っ
た
が
、

展
覧
会
と
絡
め
た
美
術
史
の
新
視
点
で
は
、
平
成
五
年
、
山
口
県
立
美
術
館
「
大
正
日
本
画　

そ
の
闇
と
き
ら
め
き
」
展
で
、
菊
屋
吉

生
氏
が
各
地
の
小
団
体
に
注
目
し
て
恒
富
の
画
塾
・
白
耀
社
に
言
及
し
た
ほ
か
（
同
氏
「
大
正
日
本
画
の
新
展
開
小
団
体
・
小
グ
ル
ー

プ
を
中
心
と
し
て
」
同
展
図
録
）、
平
成
九
年
に
山
種
美
術
館
の
「
美
人
画
の
誕
生
」
展
で
濱
中
真
治
氏
が
、「
美
人
画
」
と
い
う
概
念

に
か
か
わ
る
問
題
の
な
か
で
恒
富
を
取
り
あ
げ
た（
同
氏「
美
人
画
の
誕
生
、そ
し
て
幻
影
」同
展
図
録
）。
同
年
の
市
立
枚
方
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
浪
華
の
粋　

近
代
大
阪
の
日
本
画
名
品
展
」
で
も
恒
富
は
メ
イ
ン
の
出
品
画
家
と
し
て
扱
わ
れ
、
カ
タ
ロ
グ
に
拙
稿
「
商
都

の
色
彩
と
日
本
画
家
北
野
恒
富
」
が
収
録
さ
れ
た
。

論
文
や
そ
の
他
著
述
で
は
、
平
成
十
二
年
に
川
西
由
里
氏
が
「
北
野
恒
富
筆
『
道
行
』
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山
論
叢
』
三
四
号
）
に

お
い
て
意
欲
的
に
初
期
作
を
と
り
あ
げ
た
ほ
か
、
拙
稿
「
鍛
冶
屋
町
五
十
番
地
の
ア
ト
リ
エ―

島
之
内
の
画
家
、
小
出
楢
重
と
北
野
恒

富
」（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
視
る
』
三
九
一
号
）
が
あ
る
。
翌
平
成
十
三
年
、「
北
野
恒
富
の
画
風
形
成
に
関
す
る
一
考

察―

明
治
末
期
の
作
品
を
中
心
に
」（『
美
術
史
』
第
一
五
〇
号
）
で
川
西
氏
は
、
黒
田
清
輝
な
ど
白
馬
会
と
の
関
係
で
恒
富
の
初
期

作
品
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
同
年
に
は
、
星
野
桂
三
「
北
野
恒
富
『
暖
か
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
明
治
・
大
正
・
昭
和　

美
人
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン―

異
色
作
家
と
無
名
画
家
を
中
心
に―

』
星
野
画
廊
）、
小
川
裕
久
「「
お
鯉
さ
ん
」
の
図
像
学―

北
野
恒
富
筆
「
阿

波
踊
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
特
別
企
画
展
お
鯉
さ
ん
と
阿
波
お
ど
り
」
図
録　

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
）、
拙
稿
「
近
代
大
阪
の
日
本



�	 大阪画壇研究補遺

画
家
と
大
阪
の
印
刷
・
出
版―

北
野
恒
富
と
そ
の
周
辺
を
中
心
に―

」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
十
八
号
別
冊
）
も
あ
り
、
平

成
十
四
年
は
、伊
藤
た
ま
き
「
美
人
画
に
お
け
る
写
実
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察―

北
野
恒
富
の
初
期
美
人
画
を
中
心
に―

」（『
眞

保
亨
先
生
古
希
記
念
論
文
集　

芸
術
学
の
視
座
』
眞
保
亨
先
生
古
希
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
、
勉
誠
出
版
）
が
あ
る
。

「
北
野
恒
富
展
」
の
開
催

平
成
十
五
年
の
「
北
野
恒
富
展
」
は
、
以
上
の
大
阪
画
壇
再
検
証
の
展
覧
会
史
と
研
究
史
の
交
点
に
位
置
す
る
が
、
大
阪
の
事
情
を

知
ら
な
い
首
都
圏
の
美
術
愛
好
者
や
研
究
者
は
、
唐
突
に
大
阪
の
画
家
の
展
覧
会
が
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

と
感
じ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
恒
富
の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
遅
す
ぎ
た
回
顧
展
開
催
と
評
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
開

催
地
は
東
京
、
金
沢
、
大
津
に
止
ま
り
、
彼
が
本
拠
と
し
た
肝
心
の
大
阪
は
開
催
を
最
後
ま
で
拒
ん
だ
形
と
な
っ
た
。
以
前
か
ら
、
恒

富
の
遺
作
展
が
大
阪
で
開
か
れ
な
か
っ
た
理
由
に
、
恒
富
の
遺
言
説
が
画
商
間
に
流
布
し
て
い
た
の
を
何
度
も
直
接
聞
い
た
が
、
御
遺
族

か
ら
事
実
無
根
の
こ
と
と
確
認
し
て
い
る
。
大
阪
の
こ
の
頑
な
さ
を
生
み
出
す
も
の
が
一
体
何
か
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
が
、
展
覧
会

を
軸
に
大
阪
画
壇
復
権
が
進
む
に
し
て
も
、
道
程
が
い
か
に
難
渋
を
極
め
た
か
は
、
恒
富
展
の
事
例
に
お
い
て
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

展
覧
会
で
は
、
研
究
の
遅
れ
を
回
復
す
る
必
要
か
ら
、
年
譜
、
印
譜
、
基
準
作
の
確
定
と
編
年
、
文
献
目
録
な
ど
の
基
礎
資
料
の
整

理
・
研
究
を
前
提
と
し
て
、
図
録
に
乾
由
明
「
二
つ
の
“
美
術
都
市
”
を
む
す
ん
だ
画
家
北
野
恒
富
」、
北
野
悦
子
「
祖
父
の
思
い
出
」

の
ほ
か
、
論
攷
に
拙
稿
「
夜
雨
庵
北
野
恒
富―

そ
の
芸
術
と
逆
説―
」、
小
川
知
子
「
北
野
恒
富
と
大
阪
の
女
性
画
家―

島
成
園

と
木
谷
千
種―

」、
荒
川
朋
子
「
谷
崎
潤
一
郎
と
北
野
恒
富
」、
小
川
裕
久
「
北
野
恒
富
筆
《
阿
波
踊
》
を
め
ぐ
っ
て
」
を
収
録
し
た
。

さ
ら
に
加
え
て
現
代
に
恒
富
を
論
じ
る
上
で
の
複
数
の
新
し
い
切
り
口
、
論
点
を
用
意
し
た
。
ま
ず
展
覧
会
で
、
近
代
都
市
・
大
阪
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で
活
躍
し
た
画
家
と
し
て
恒
富
を
位
置
づ
け
し
な
お
す
必
要
が
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
の
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
で
の
「
大
阪
神
戸
の

モ
ダ
ニ
ズ
ム　

都
市
と
美
術1920-1940

」
以
来
、
関
西
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
は
阪
神
間
の
美
術
が
主
対
象
と
な
り
、
決
し
て
大
阪
の

美
術
が
積
極
的
に
扱
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
展
覧
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て
き
た
の
が
、
阪
神

間
の
美
術
館
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
。
し
か
し
、
混
乱
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
恒
富
は
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
で
は
な
く

「
大
阪
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
画
家
で
あ
り
、
そ
の
理
解
の
上
で
恒
富
を
論
じ
る
姿
勢
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
場
合
に
特
徴
的
に
思
っ
た
の
が
、京
都
の
日
本
画
家
が
染
織
な
ど
地
場
産
業
と
密
接
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、大
阪
で
有
力
で
あ
っ

た
産
業
と
画
家
と
の
関
係
で
あ
る
。
一
つ
が
印
刷
産
業
、
も
う
一
つ
は
新
聞
社
で
あ
っ
た
。
新
聞
印
刷
の
彫
刻
師
か
ら
出
発
し
た
恒
富

は
、
大
阪
の
印
刷
業
界
に
多
い
同
郷
金
沢
出
身
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
早
く
か
ら
ポ
ス
タ
ー
や
広
告
に
も
進
出
し
た
。
一
方
、

大
阪
新
報
社
の
社
員
で
あ
り
、
後
に
は
朝
日
新
聞
に
小
説
挿
絵
を
連
載
す
る
な
ど
新
聞
で
も
活
躍
す
る
。
そ
こ
に
は
、
美
術
学
校
の
同

窓
な
ど
を
中
心
に
団
体
が
形
成
さ
れ
、
美
術
運
動
と
し
て
展
開
し
た
東
京
、
京
都
と
は
異
な
る
産
業
都
市
、
大
阪
の
画
家
の
生
き
方
が

看
取
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
画
系
で
述
べ
れ
ば
、
地
理
的
に
大
阪
は
京
都
に
近
い
が
、
京
都
画
壇
の
流
れ
を
汲
ん
だ
大
阪
の
写
生
派
は
、
大
阪
画
壇
の
変

革
期
に
保
守
派
の
役
割
を
担
い
、
新
し
い
画
壇
形
成
に
活
躍
し
た
の
は
、
恒
富
や
野
田
九
浦
な
ど
、
画
系
上
、
在
阪
の
東
京
系
の
画
人

と
も
言
え
る
。
美
術
団
体
を
追
う
限
り
、
東
西
画
壇
の
混
在
す
る
点
に
大
阪
画
壇
の
独
自
性
は
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
提
起
し
た
か
っ
た
の
は
、
恒
富
に
関
す
る
逆
説
で
あ
る
。
大
阪
の
中
心
、
船
場
で
は
、
恒
富
よ
り
も
先
に
あ
げ
た
庭
山
耕
園

を
は
じ
め
、
写
生
派
系
の
温
和
で
軽
秀
な
画
風
が
大
阪
本
来
の
美
と
し
て
好
ま
れ
、
恒
富
作
品
に
抵
抗
感
を
示
す
気
配
が
残
る
こ
と
を

調
査
の
機
会
な
ど
で
体
験
し
て
き
た
。
一
方
、
美
人
画
家
と
呼
ば
れ
る
恒
富
だ
が
、
本
人
は
「
美
人
画
」
と
い
う
言
葉
に
抵
抗
感
を
示
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し
、
類
型
的
美
人
は
無
用
で
、
健
康
な
肉
体
か
ら
精
神
性
が
滲
み
出
た
現
代
美
人
を
描
き
、
生
命
感
の
躍
動
や
画
家
の
個
性
を
表
現
し

た
い
と
主
張
し
て
い
る

（
４
）。

恒
富
を
指
し
て
“
浪
華
情
緒
”
の
“
美
人
画
家
”
と
評
す
る
こ
と
は
、
西
洋
の
眼
差
し
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
生
ん
だ
の
に
も
似

て
、
外
部
の
視
線
で
大
阪
の
美
術
を
解
釈
し
た
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
見
方
で
は
な
い
の
か
。
恒
冨
は
、
古
い
大
阪
や
風
俗
を
懐
古
的
に
描

き
残
そ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
外
来
者
と
し
て
彼
が
発
見
し
た
大
阪
ら
し
さ
を
、
優
れ
た
造
形
力
で
、
近
代
的
な
絵
画
表
現
に
再

構
築
し
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
イ
メ
ー
ジ
先
行
で
語
ら
れ
る
大
阪
と
い
う
都
市
の
問
題
は
、
拙
編
著
『
大
大
阪
イ
メ
ー
ジ―

増
殖

す
る
マ
ン
モ
ス
／
モ
ダ
ン
都
市
の
幻
像―

』（
創
元
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
論
じ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
展
覧
会
で
は
、
こ
う
し

た
逆
説
を
、
実
作
品
を
体
系
化
し
て
展
示
し
、
検
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
北
野
恒
富
展
」
以
後
の
展
開

恒
富
展
以
後
の
研
究
史
で
は
、《
淀
君
》（
耕
三
寺
博
物
館
所
蔵
）
に
関
し
て
、
同
じ
平
成
十
五
年
の
拙
稿
「
死
と
滅
亡
の
絵
画
《
淀

君
》―

北
野
恒
富
は
な
に
を
“
露
骨
”
に
描
い
た
か―
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
八
号
・
特
集
〈
生
と
死
〉
と
美
術
、
醍
醐

書
房
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。
平
成
十
六
年
に
拙
稿
で
資
料
紹
介
「
以
類
集
（
近
代
大
阪
画
人
寄
書
）」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
64
号
、
大

阪
市
史
編
纂
所
）、
平
成
十
七
年
に
、
雑
誌
・
新
聞
記
事
を
も
と
に
、
大
阪
市
美
術
協
会
結
成
に
お
け
る
恒
富
ほ
か
大
阪
画
壇
の
動
向
を
、

拙
稿
「
大
阪
市
美
術
協
会
結
成
に
お
け
る
紛
擾
と
「
大
大
阪
」
の
日
本
画
壇
・
洋
画
壇
」（『
大
正
期
美
術
展
覧
会
の
研
究
』
所
収
、
東

京
文
化
財
研
究
所
編
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
で
跡
付
け
た
。
こ
れ
ら
は
展
覧
会
成
果
も
加
え
て
個
別
の
問
題
を
論
じ
な
お
し
た
も
の

で
あ
る
。
平
成
十
九
年
に
は
、
恒
富
の
大
阪
画
壇
で
の
活
躍
を
一
般
向
け
に
拙
稿
「
明
治
末
・
大
正
中
期
の
大
阪
画
壇
再
編
と
北
野
恒
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富
の
闘
い
」（『
大
阪
春
秋
』
一
二
七
号
・
特
集
お
お
さ
か
異
色
人
物
伝
、
新
風
書
房
）
に
ま
と
め
た
。

平
成
十
九
年
、
児
島
薫
氏
の
「
文
展
開
設
の
前
後
に
お
け
る
「
美
人
」
の
表
現
の
変
容
に
つ
い
て
」（「
近
代
画
説
」
第
十
六
号
、
明

治
美
術
学
会
）
で
恒
富
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
、
岡
田
三
郎
助
の
油
彩
画
に
よ
る
美
人
画
や
眼
の
描
写
表
現
の
影
響
が
明
治
末
の
恒
富

作
品
に
指
摘
さ
れ
た
。
平
成
二
十
年
に
は
拙
稿「「
浪
花
情
緒
」の
モ
ダ
ニ
ズ
ム―

北
野
恒
富
と
生
田
花
朝
の
場
合―

」（『
美
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
21
』
17
号 
特
集
：「
大
坂
画
壇
」
は
蘇
る
か
？―

「
綺
麗
な
も
ん
」
か
ら
「
面
ろ
い
も
ん
」
ま
で
」）
で
、
先
の
大
阪
を
語
る
上

で
の
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
に
関
係
し
て
、「
浪
花
情
緒
」
と
い
う
概
念
が
、
急
激
な
都
市
の
近
代
化
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

大
阪
画
壇
に
関
す
る
展
覧
会
で
は
、
平
成
十
五
年
に
四
天
王
寺
宝
物
館
「
天
王
寺
舞
楽
協
会
設
立
五
〇
周
年
記
念 

四
天
王
寺
と
菅
楯

彦･

生
田
花
朝
」、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
、
平
成
十
七
年
に
上
方
絵
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
日
英
交
流 

大
坂
歌
舞
伎
展
」、
平
成
十
九
年
に

特
集
展
示
「
か
え
る
の
絵
描
・
松
本
奉
時
と
近
世
大
坂
画
壇
」、
伊
丹
市
立
美
術
館
で
平
成
十
七
年
「
笑
い
の
奇
才
・
耳
鳥
斎―

近

世
大
坂
の
戯
画―

」、
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
で
平
成
十
八
年
「
大
坂
慕
情―

な
に
わ
四
条
派
の
系
譜―

」
が
開
か
れ
て
い
る
。

平
成
十
七
年
に
は
旧
出
光
美
術
館
・
大
阪
を
近
代
美
術
館
心
斎
橋
展
示
室
に
改
造
し
、「
大
大
阪
誕
生
80
年
記
念 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎

橋―

近
代
大
阪
／
美
術
と
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
」
を
開
催
す
る
。
同
展
は
心
斎
橋
に
あ
る
地
の
利
を
生
か
し
て
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
大

丸
心
斎
橋
店
な
ど
、
近
代
建
築
も
と
り
こ
ん
で
、
美
術
館
と
街
を
融
合
さ
せ
た
都
市
型
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
意
識
し
た

（
５
）。

さ
ら
に
「
北
野
恒
富
展
」
に
刺
激
さ
れ
た
産
経
新
聞
社
事
業
部
に
よ
っ
て
、平
成
十
八
年
、難
波
の
高
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
「
島

成
園
と
浪
華
の
女
性
画
家
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
恒
富
と
も
関
係
が
深
い
島
成
園
を
中
心
に
大
阪
の
女
性
画
家
を
特
集
し
た
も
の
で
、

平
成
九
年
の
「
美
術
都
市
大
阪
の
発
見
」
展
で
女
性
画
家
を
担
当
し
た
小
川
知
子
氏
が
監
修
発
展
さ
せ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
東
京
会

場
は
じ
め
他
都
市
で
の
開
催
も
計
画
し
た
よ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
島
成
園
の
知
名
度
が
低
く
、
採
算
性
の
問
題
な
ど
で
大
阪
会
場
だ
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け
に
と
ど
ま
っ
た
。
平
成
十
九
年
に
は
、
笠
岡
市
立
竹
喬
美
術
館
で
「
三
都
の
女―

東
京
・
京
都
・
大
阪
に
お
け
る
近
代
女
性
表
現

の
諸
相―

」
展
、
平
成
二
十
年
に
は
心
斎
橋
展
示
室
で
「
女
性
画
家
の
大
阪―

美
人
画
と
前
衛
の
20
世
紀
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

二
、
新
出
の
大
下
絵
と
完
成
作
の
比
較

以
上
は
展
覧
会
史
、
研
究
史
な
ど
か
ら
見
た
「
北
野
恒
富
展
」
の
位
置
で
あ
る
が
、
展
覧
会
で
は
、
造
形
面
で
恒
富
の
特
質
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
た
。
個
別
の
作
品
を
検
討
す
る
な
か
で
、
簡
潔
な
構
図
と
明
快
な
色
彩
設
計
を
基
盤
に
し
た
造
形
主
義
者
と
す
る

と
と
も
に
、
洋
画
風
の
写
実
を
と
り
い
れ
た
り
、
挿
絵
画
家
の
経
歴
か
ら
、
画
題
を
深
く
解
析
し
て
表
現
す
る
作
劇
術
（
ド
ラ
マ
ツ
ル

ギ
ー
）
に
長
け
、
諧
謔
性
も
含
ん
だ
都
会
的
エ
ス
プ
リ
を
漂
わ
せ
る
画
家
と
評
し
た
。
そ
れ
を
大
正
九
年
の
《
淀
君
》
を
頂
点
と
す
る

初
期
か
ら
中
期
の
画
風
展
開
に
跡
付
け
、
恒
富
一
流
の
表
現
手
法
と
し
て
着
物
の
模
様
に
託
さ
れ
た
寓
意
も
読
み
と
ろ
う
と
し
た

（
６
）。

《
淀
君
》
に
つ
い
て
は
前
掲
の
別
稿
で
詳
述
し
た
の
で
、
展
覧
会
後
、
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
が
収
集
し
た
三
点
の
院
展
出
品
作

の
大
下
絵
を
題
材
に
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
も
参
照
し
て
、
恒
富
の
制
作
姿
勢
を
さ
ら
に
検
証
し
て
み
た
い
。

大
下
絵
と
完
成
作
（
１
）―

《
鏡
の
前
》―

大
正
四
年
、
第
九
回
文
展
に
出
品
し
た
《
暖
か
》（
挿
図
１
）、
第
二
回
再
興
院
展
に
出
品
し
た
《
鏡
の
前
》（
挿
図
２
）
は
、
共
に

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る
。
洋
画
風
の
描
写
に
、
緊
密
な
構
図
と
明
確
な
色
彩
設
計
を
意
識
し
、
明
治
末
の
恒
富
様
式
の
完

成
作
品
で
あ
る
と
も
に
、
大
正
中
期
の
《
淀
君
》
な
ど
に
至
る
変
化
を
示
す
作
品
で
あ
る
。

《
鏡
の
前
》
は
、
寛
文
美
人
画
を
近
代
に
再
生
し
た
よ
う
な
細
身
の
芸
妓
の
立
ち
姿
を
描
く
。
大
き
な
瞳
に
着
物
の
黒
と
帯
の
赤
が
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対
照
的
で
、
鏡
を
前
に
櫛
を
髪
に
挿
す
身
支
度
の
表
情
に
軽
い
緊
張
感
が
漂
う
。
着
物
の
柄
に
青
海
波
と
飛
天
を
描
く
。《
暖
か
》
は

赤
と
黒
が
反
転
し
、
緋
の
襦
袢
に
黒
い
伊
達
帯
を
締
め
た
芸
妓
が
足
を
崩
し
て
微
笑
む
。
ど
ち
ら
も
背
景
は
襖
の
縁
の
垂
直
・
水
平
線

を
交
差
さ
せ
た
幾
何
学
的
な
構
図
で
、《
鏡
の
前
》
の
襖
の
引
き
手
が
日
本
髪
の
形
を
模
す
の
が
機
知
に
富
む
。《
暖
か
》
で
は
襖
の
縁

は
、《
鏡
の
前
》
よ
り
や
や
細
め
で
洒
脱
と
な
り
、
元
禄
風
俗
ら
し
い
若
衆
の
夢
幻
的
な
襖
絵
の
雰
囲
気
は
、
大
正
二
年
の
村
上
華
岳

筆
《
祇
園
の
夜
桜
》
も
想
起
さ
せ
る
。《
暖
か
》
は
発
表
当
時
か
ら
「
廣
告
繪
風
の
顏
と
赤
い
長
襦
袢
」
が
甚
だ
挑
発
的
で
画
品
上
、

卑
俗
と
非
難
さ
れ
た
が
、
川
合
玉
堂
、
鏑
木
清
方
が
擁
護
し
、
大
阪
の
情
緒
と
独
自
の
色
彩
感
覚
を
称
賛
し
た

（
７
）。

二
作
品
に
至
る
恒
富
の
活
動
を
整
理
す
る
と
、
明
治
四
十
三
年
、
第
四
回
文
展
に
《
す
だ
く
虫
》
で
入
選
、
翌
明
治
四
十
四
年
の
第

五
回
文
展
で
《
日
照
雨
》
が
三
等
賞
と
な
り
全
国
的
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
し
た
。
こ
の
こ
ろ
京
都
の
画
家
に
「
画
壇
の
悪
魔
派
」
と
呼
ば

れ
、
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
年
）、
京
都
の
第
二
回
仮
面
会
に
出
品
す
る
ほ
か
、
現
代
名
家
風
俗
画
展
に
《
浴
後
》（
京
都
市
美
術
館

所
蔵
、
挿
図
３
）
を
出
す
。
ま
た
、
野
田
九
浦
、
菅
楯
彦
、
上
島
鳳
山
ら
と
大
正
美
術
会
を
結
成
し
て
大
阪
画
壇
の
再
編
に
奔
走
し
た
。

し
か
し
、
大
正
二
年
、
第
七
回
文
展
で
心
中
天
網
島
を
描
く
《
朝
露
》
が
落
選
し
て
翌
年
は
文
展
に
出
品
せ
ず
、
横
山
大
観
の
誘
い

で
第
一
回
再
興
院
展
に
《
願
い
の
糸
》
を
出
す
。
年
恒
没
後
、
恒
富
は
、
桜
之
宮
の
泉
布
観
に
滞
在
し
て
い
た
大
観
の
知
遇
を
得
た
ら

し
く
、
第
二
回
、
第
三
回
再
興
院
展
の
こ
ろ
に
も
、
大
観
は
泉
布
観
の
敷
地
に
一
軒
を
借
り
て
い
た
ら
し
い
。
恒
富
は
大
観
の
誘
い
で

大
阪
か
ら
た
だ
一
人
、
再
興
院
展
に
参
加
し
、
同
人
と
な
っ
た
。

上
記
の
画
歴
と
《
暖
か
》《
鏡
の
前
》
に
触
れ
た
文
献
が
『
帝
國
繪
畫
寶
典
（
一
名
文
展
出
品
秘
訣
）』（
大
正
七
年
発
行　

帝
國
繪

畫
協
會
）
で
あ
る
。「
そ
れ
か
ら
七
回
に
『
朝
露
』
と
云
ふ
小
春
治
平
の
心
中
も
の
を
露
骨
に
描
い
て
出
し
た
、
大
分
非
難
が
あ
つ
た

と
か
で
落
ち
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
文
展
が
い
や
に
な
つ
て
出
さ
ず
に
居
た
、
其
中
に
美
術
院
に
出
す
時
に
赤
と
黒
と
の
印
象
を
描
い
て
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見
た
い
と
思
ひ
、
赤
を
『
暖
か
』
で
黒
を
『
鏡
の
前
』
で
表
は
し
て
對
幅
に
し
て
、
出
す
積
り
で
あ
つ
た
、
然
る
に
或
人
の
勸
め
で
文

展
へ
も
何
か
出
品
シ
た
方
が
よ
い
、何
も
文
展
に
反
對
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
と
云
ふ
の
で
、此
對
幅
を
離
し
て
文
展
へ
『
暖

か
』
を
出
し
、
院
展
へ
『
鏡
の
前
』
を
出
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
、
對
幅
を
両
方
へ
出
品
し
た
の
で
あ
る
か
ら
両
方
と
も
歡
迎
さ
れ
な
か

つ
た
」
と
回
顧
し
、《
暖
か
》
と
《
鏡
の
前
》
は
「
赤
と
黒
と
の
印
象
」
を
描
く
構
想
に
よ
り
、
双
幅
形
式
で
院
展
に
出
品
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
人
の
薦
め
で
片
幅
を
文
展
、
院
展
に
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
赤
と
黒
と
の
印
象
」
は
、
前
年
の
大
正
三
年
、
再
興
第
一
回
院
展
の
《
願
ひ
の
糸
》
が
「
真
っ
赤
な―

朱
で
は
な
い
、
大
阪
人

の
よ
く
使
う
ほ
ん
と
う
の
赤
の
色
」
を
用
い
た
と
評
さ
れ
た
こ
と
も
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
制
作
談
を
裏
付
け
る
資
料
が
「
北

野
恒
富
展
」
を
機
に
出
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
大
下
絵
で
あ
る
。
展
覧
会
で
一
部
展
示
し
た
が
、
未
公
開
部
分
も
含
め
、
こ
の
機
会
に

恒
富
の
創
作
過
程
を
確
認
し
て
お
く
。

恒
富
は
宗
右
衛
門
町
の
御
茶
屋
に
日
常
的
に
入
り
込
ん
で
創
作
の
拠
点
と
し
、
芸
妓
た
ち
の
生
態
を
写
生
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

に
残
る
裸
婦
（
挿
図
４
）
も
、
髷
を
結
っ
た
女
性
が
畳
に
膝
を
着
き
、
両
手
を
あ
げ
て
髪
に
簪
を
挿
し
て
い
る
姿
を
描
く
。
同
時
期
の

ス
ケ
ッ
チ
に
、
宗
右
衛
門
町
側
か
ら
川
越
し
に
道
頓
堀
の
櫓
を
望
ん
だ
図
が
あ
り
、
裸
婦
は
専
門
の
美
術
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
御
茶
屋

で
頼
ん
で
描
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
裸
婦
の
ポ
ー
ズ
の
上
半
身
は
《
鏡
の
前
》、
膝
を
着
い
た
姿
は
前
出
《
浴
後
》
や
《
暖
か
》

へ
展
開
し
た
と
想
像
で
き
る
。

次
に
《
暖
か
》《
鏡
の
前
》
の
原
型
と
思
わ
れ
る
構
想
ス
ケ
ッ
チ
が
挿
図
５
で
あ
る
。
一
つ
の
縦
長
の
画
面
の
前
に
、
胸
元
を
少
し

は
だ
け
て
腰
を
下
ろ
す
女
性
、
後
に
両
手
で
髪
に
触
れ
る
立
ち
姿
の
女
性
を
描
く
。
右
下
の
台
に
鏡
が
あ
り
、
二
人
が
そ
れ
を
覗
き
込

む
。
背
景
に
生
い
茂
る
植
物
は
朝
顔
な
ど
の
蔓
草
の
よ
う
だ
が
、
襖
の
模
様
で
あ
ろ
う
か
。
左
の
線
は
、
画
面
の
比
率
を
調
整
す
る
区
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切
り
の
縦
線
か
、
隣
室
と
仕
切
る
襖
の
線
か
も
し
れ
な
い
。
隣
室
と
の
仕
切
り
と
す
れ
ば
、
鏡
を
覗
く
二
人
の
女
性
を
覗
く
、
第
三
の

視
線
が
画
中
に
発
生
す
る
。
ま
た
墨
で
描
か
れ
た
下
に
、
鉛
筆
で
描
か
れ
た
別
の
構
想
が
残
る
挿
図
６
で
は
、
鏡
が
縦
長
の
大
き
な
姿

見
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
挿
図
７
で
は
、
縦
長
の
一
つ
の
画
面
に
二
人
の
人
物
を
描
き
、
鏡
を
覗
き
こ
む
位
置
関
係
に
お
い
て
、
座

像
と
立
像
の
ど
ち
ら
を
左
右
に
配
す
る
か
試
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
構
想
ス
ケ
ッ
チ
は
、
二
人
の
女
性
を
一
つ
の
画
面
の
中
、
左
右
に
分
け
た
形
（
挿
図
６
、
８
、
９
）
に
変
化
す
る
。
背
後
に

完
成
作
の
《
暖
か
》
に
あ
る
よ
う
な
襖
絵
の
人
物
画
を
加
え
た
ス
ケ
ッ
チ
（
挿
図
10
）
が
あ
り
、
座
し
た
女
性
の
向
き
が
、
立
ち
姿
の

女
性
に
向
か
っ
て
、
従
う
形
で
横
向
き
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
最
終
に
近
い
構
想
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
横
長
の

巨
大
な
額
か
屏
風
形
式
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ず
、
表
具
や
輸
送
の
制
約
を
嫌
っ
て
軸
装
（
現
額
装
）
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
双
幅

形
式
の
軸
装
に
し
た
結
果
、
文
展
、
院
展
両
方
へ
の
出
品
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
二
人
の
女
性
の
構
図
上
の
主
従
関
係
も
解
消
さ
れ
、

背
景
の
描
き
わ
け
も
出
来
、「
赤
と
黒
と
の
印
象
」
の
差
異
が
微
妙
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
女
性
二
人
を
一
画
面
に
描
く
構

成
は
、《
す
だ
く
虫
》《
日
照
雨
》
な
ど
初
期
作
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
性
格
的
な
描
き
分
け
を
意
識
し
た
の
は
《
暖
か
》《
鏡
の
前
》
が

最
初
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
物
二
人
の
対
比
は
、
後
に
昭
和
十
一
年
の
《
い
と
さ
ん
こ
い
さ
ん
》（
京
都
市
美
術
館
所
蔵
）
に
洗
練
さ

れ
て
結
実
す
る
。

こ
の
《
鏡
の
前
》
に
は
、
部
分
的
な
大
下
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
。《
鏡
の
前
》
は
、
十
月
開
催
の
院
展
よ
り
も
以
前
、
同
年
二
月
の

第
一
回
大
展
に
「
鏡
の
前
（
未
成
品
の
ま
ゝ
）」（
展
覧
会
図
録
目
次
）
と
し
て
出
品
さ
れ
、
観
客
の
反
応
を
確
か
め
る
な
ど
、
時
間
を

か
け
て
工
夫
し
た
よ
う
で
あ
る
。

《
鏡
の
前
》
の
大
下
絵
は
、
何
層
に
も
紙
を
貼
り
な
お
し
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
現
在
は
表
具
さ
れ
て
、
上
下
の
二
層
分
を
別
々
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に
分
離
し
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
下
層
に
あ
る
早
い
段
階
の
大
下
絵
Ａ
（
挿
図
11
）
と
、
上
か
ら
修
正
し
て
張
り
合
わ
さ
れ
た

上
層
の
大
下
絵
Ｂ
を
比
較
す
る
と
、
大
下
絵
Ａ
部
分
（
挿
図
12
）
で
は
、
右
側
に
鏡
が
描
か
れ
て
い
た
名
残
か
、
目
線
が
画
面
右
を
見

て
、
口
に
簪
を
く
わ
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
髪
の
毛
も
《
浴
後
》（
挿
図
３
）
の
よ
う
に
線
を
幾
重
に
も
重
ね
て
描
写
さ
れ
、
額

の
ほ
つ
れ
た
毛
も
生
々
し
い
。
し
か
し
、
下
絵
Ｂ
部
分
（
挿
図
13
）
で
は
、
口
に
簪
は
な
く
、
目
線
も
正
面
近
く
上
目
遣
い
に
変
更
さ

れ
、
髪
も
細
か
な
鬢
の
ほ
つ
れ
は
描
く
も
の
の
、
全
体
的
に
黒
一
色
の
印
象
に
ま
と
め
ら
れ
、
額
の
毛
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
恒
冨
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
風
の
美
貌
の
女
性
を
描
い
て
“
画
壇
の
悪
魔
派
”
と
も
呼
ば
れ
る
頽
廃
美

で
「
獰
猛
に
大
阪
の
画
壇
を
活
歩
」
し
た
。《
浴
後
》
は
そ
の
代
表
例
だ
が
、《
鏡
の
前
》
の
大
下
絵
で
の
変
更
に
よ
っ
て
、
洋
画
の
描

写
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
取
り
入
れ
た
《
浴
後
》
の
表
現
か
ら
、
恒
富
が
意
識
的
に
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

画
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
花
街
の
風
俗
と
し
て
知
ら
れ
た
「
雑
魚
寝
」
の
体
験
を
意
識
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
阪
ゆ
か
り
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
松
崎
天
民
は
「
歓
楽
の
世
界
」（『
夜
の
京
阪
』
大
正
九
年
、
文
久
社
出
版
部
）
で
「
大
阪
の
色
町
で
は
、
昔
か
ら

軽
く
雑
魚
寝
と
云
ふ
事
を
し
た
。
客
一
人
に
女
二
人
、男
二
人
に
女
三
人
と
云
ふ
割
合
で
、貸
座
敷
の
二
階
で
、殆
ど
着
の
み
着
の
ま
ゝ

で
、
一
緒
に
寝
る
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
し
、
大
阪
で
は
「
こ
の
雑
魚
寝
と
云
ふ
こ
と
が
、
一
つ
の
情
趣
に
な
つ
て
居
た
」
と
す
る
。
雑

魚
寝
は
大
阪
を
舞
台
と
し
た
文
学
作
品
に
も
登
場
す
る

（
８
）。

さ
ら
に
う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、《
鏡
の
前
》
の
両
手
を
あ
げ
た
ポ
ー
ズ
は
、
地
唄
舞
「
鐵
輪
」
で
、「
い
は
ん
や
年
月
、

思
ひ
に
沈
む
怨
み
の
数
、
積
り
て
執
心
の　

鬼
と
成
る
も
こ
と
は
り
」
と
あ
る
「
鬼
と
成
る
も
」
の
舞
の
ポ
ー
ズ
と
似
て
い
る

（
９
）。

夫

を
怨
ん
で
丑
の
刻
詣
り
の
呪
詛
の
た
め
、
鉄
輪
（
五
徳
）
を
逆
に
頭
に
か
ぶ
る
「
鐵
輪
」
は
、
謡
曲
を
も
と
に
し
た
「
本
行
物
」
の
代

表
作
で
、
恒
富
は
、
大
阪
の
花
街
で
当
時
、
流
行
し
て
地
唄
舞
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
推
測
す
る
な
ら
ば
、
大
正
美
術
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会
で
の
古
美
術
研
究
旅
行
の
成
果
で
あ
る
、
笛
を
手
に
青
海
波
の
地
紋
を
飛
翔
す
る
古
様
な
飛
天
も
、
鬼
女
に
化
身
す
る
の
を
押
し
と

ど
め
る
神
仏
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
と
れ
な
い
で
は
な
い
。

造
形
的
な
問
題
で
付
言
し
て
お
く
と
、
背
景
で
襖
や
床
の
垂
直
、
水
平
線
を
緊
密
に
組
み
合
わ
せ
た
構
図
は
、
師
の
稲
野
年
恒
の
新
聞

小
説
挿
絵
と
共
通
す
る
面
も
多
い
。
年
恒
は
月
岡
芳
年
、
幸
野
楳
嶺
に
学
び
、
大
阪
毎
日
、
大
阪
朝
日
両
新
聞
の
挿
絵
で
活
躍
し
た
。
シ

カ
ゴ
の
博
覧
会
か
ら
帰
国
後
、西
洋
画
法
折
衷
の
新
機
軸
を
出
し
た
と
さ
れ
る

（
（（
（

。
年
恒
の
小
説
挿
絵
の
絶
筆
と
な
っ
た
明
治
四
十
年
の「
大

阪
朝
日
新
聞
」
連
載
の
広
津
柳
浪
「
松
山
颪
」
の
挿
絵
（
挿
図
14
）
で
例
示
す
れ
ば
、
室
内
で
物
語
が
展
開
す
る
と
き
は
、
襖
や
床
の
間
、

座
敷
の
調
度
な
ど
が
生
む
日
本
家
屋
内
部
の
垂
直
線
や
水
平
線
、
斜
線
を
芝
居
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
克
明
に
描
写
す
る
。
恒
富
の
新
聞
挿

絵
は
年
恒
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
同
様
の
構
築
的
な
画
面
構
成
を
、
本
画
に
お
い
て
も
恒
富
は
吸
収
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ま
た
《
暖
か
》
は
、
当
時
の
図
版
や
絵
葉
書
で
は
帯
の
模
様
が
明
快
な
縞
模
様
に
な
っ
て
い
る
が

（
（（
（

、
実
作
品
に
も
縞
模
様
の
上
か

ら
修
正
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
単
独
に
文
展
に
出
品
す
る
た
め
、
造
形
的
に
強
い
印
象
を
与
え
る
縞
模
様
を
採
用
し
た
が
、
展
覧

会
後
、
再
び
《
鏡
の
前
》
と
双
幅
で
扱
う
に
は
強
す
ぎ
て
、
襦
袢
の
麻
の
葉
に
合
わ
せ
た
図
案
に
部
分
描
き
な
お
し
た
と
考
え
た
い
。

大
下
絵
と
完
成
作
（
２
）―

《
涼
み
》―

大
正
中
期
の
恒
富
は
《
淀
君
》
を
は
じ
め
、《
茶
々
殿
》（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
）、
出
雲
の
阿
国
を
描
く
《
三
味
線
》（
個

人
蔵
）
な
ど
、好
ん
で
桃
山
時
代
を
画
題
と
す
る
一
方
、江
戸
時
代
の
浮
世
絵
の
研
究
も
進
め
、大
正
六
年
の
大
阪
美
術
展
覧
会
に
《
風
》

（
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
）
を
出
品
し
た
り
、
有
名
な
浮
世
絵
師
の
美
人
画
、
役
者
絵
の
顔
の
部
分
を
十
二
葉
の
版
画
に
ま
と
め
、
吉

井
勇
の
短
歌
各
三
首
を
添
え
た
『
新
錦
絵
帖
・
浮
世
絵
の
顔
』
を
大
正
九
年
、
大
鐙
閣
か
ら
刊
行
す
る
。
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大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
）
の
第
十
三
回
再
興
院
展
に
出
品
さ
れ
た
《
涼
み
》（
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
所
蔵
、
挿
図
15
）

も
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
を
意
識
し
た
作
品
で
、
欄
干
に
も
た
れ
て
夕
涼
み
を
す
る
島
田
髷
の
女
性
を
描
く
。
夏
枯
れ
た
柳
葉
か
ら
川
端
の

情
景
と
分
か
る
。
道
頓
堀
な
ら
ば
、
宗
右
衛
門
町
か
ら
芝
居
町
へ
架
け
ら
れ
た
太
左
衛
門
橋
か
、
相
合
橋
の
北
詰
近
く
と
な
る
。

指
は
、
浮
世
絵
の
型
を
模
倣
し
て
、
あ
え
て
人
工
的
な
形
に
曲
げ
ら
れ
、
右
手
は
人
を
招
く
仕
草
、
左
手
は
役
者
絵
の
あ
る
団
扇
を

下
向
き
に
持
つ
。
一
陣
の
風
に
扇
ぐ
手
を
休
め
、
宗
右
衛
門
町
か
ら
来
る
人
を
待
つ
態
で
あ
ろ
う
。
女
と
役
者
絵
の
視
線
が
右
を
向
い

て
待
ち
人
の
到
来
を
意
識
さ
せ
る
。
着
物
の
柄
は
、
季
節
違
い
だ
が
桜
と
思
わ
れ
、
画
面
右
上
か
ら
真
ん
中
へ
と
散
る
柳
葉
を
受
け
、

着
物
の
裾
に
は
散
る
葉
が
あ
し
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
帯
は
麻
の
葉
文
に
独
楽
を
描
く
が
、
独
楽
は
麻
の
葉
文
に
潜
む
幾
何
形
態
か
ら
引

用
し
た
形
で
、
糸
の
上
を
進
む
曲
独
楽
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

前
年
の
第
十
二
回
の
再
興
院
展
に
恒
富
は
《
ゆ
う
べ
》（
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
所
蔵
）
を
出
品
し
た
。
夏
の
夕
暮
れ
に
物
思

い
に
ふ
け
る
女
性
を
描
い
た
こ
の
作
品
を
、
仲
田
勝
之
助
は
「
白
銀
調
」「
銀
の
ノ
ク
タ
ー
ン
」
と
評
し
た
が
、《
涼
み
》
も
画
面
の
調

子
と
し
て
仲
田
の
言
う
「
白
銀
調
」
に
属
す
る
作
品
で
あ
り
、《
ゆ
う
べ
》
に
漂
う
け
だ
る
さ
と
は
異
な
る
が
、
髷
の
形
は
二
点
と
も

同
じ
島
田
髷
で
、
二
年
間
に
ま
た
が
っ
た
連
作
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
下
絵
（
挿
図
16
）
を
見
る
と
、
手
の
位
置
を
ど
う
す
る
か
、
簡
略
な
線
で
描
い
た
痕
跡
が
体
の
左
右
両
側
に
認
め
ら
れ
、
試
行
錯

誤
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
結
果
的
に
、
左
右
に
大
き
く
手
を
伸
ば
す
と
、
画
面
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
な
り
過
ぎ
る
の
で
、
両

手
を
体
の
輪
郭
の
内
側
に
納
め
、
川
風
に
な
び
き
、
上
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
着
物
の
ラ
イ
ン
を
際
だ
た
そ
う
と
意

図
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
大
下
絵
で
の
女
性
の
目
は
、
ま
さ
に
浮
世
絵
風
の
点
を
打
っ
た
黒
目
だ
が
、
完
成
作
で
は
顔
の
部
分
や
鬢

の
ほ
つ
れ
な
ど
に
生
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
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団
扇
絵
の
役
者
は
、
結
髪
や
隈
取
り
か
ら
、
伊
達
家
の
御
家
騒
動
を
題
材
と
し
た
「
伽
羅
先
代
萩
」
の
荒
獅
子
男
之
助
と
思
わ
れ
る
。

乳
母
政
岡
が
千
松
を
犠
牲
に
手
に
入
れ
た
連
判
状
を
仁
木
弾
正
が
妖
術
で
盗
む
が
、
床
下
に
潜
ん
で
若
君
を
警
護
し
て
い
た
忠
臣
の

男
之
助
が
鼠
に
化
け
た
弾
正
と
対
決
す
る
。
大
正
七
年
に
恒
富
は
《
団
十
郎
男
之
助　

幸
四
郎
仁
木
》
を
描
く
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の

あ
る
芝
居
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
背
後
の
欄
干
は
、
男
之
助
の
活
躍
す
る
御
殿
床
下
の
書
割
り
の
見
立
て
と
と
れ
な
い
で
も
な
い
。
ま
た

帯
の
麻
の
葉
の
繋
ぎ
文
は
、『
守
貞
謾
稿
』
に
よ
る
と
文
政
年
間
、
嵐
璃
寛
が
「
染
模
様
妹
背
門
松
」
で
好
ん
で
用
い
た
こ
と
か
ら
京

坂
で
流
行
し
、「
お
染
形
」
と
も
呼
ば
れ
た
模
様
で
、
歌
舞
伎
で
は
東
西
を
通
じ
て
若
い
娘
な
ど
の
衣
装
に
用
い
ら
れ
る
。

妖
し
げ
な
雰
囲
気
に
充
ち
た
《
涼
み
》
の
女
性
が
何
者
か
、
芝
居
の
見
巧
者
な
ら
ば
様
々
に
深
読
み
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し

た
作
品
で
あ
る
。

大
下
絵
と
完
成
作
（
３
）―

《
星
》（
夕
空
）―

大
正
時
代
の
恒
富
は
、
大
阪
の
歴
史
を
題
材
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
昭
和
に
な
る
と
再
び
本
格
的
に
同
時
代
の
大
阪
を
描
き

は
じ
め
る
。
大
阪
市
立
美
術
館
が
開
館
し
た
昭
和
十
一
年
の
第
一
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
改
組
帝
展
）
に
出
し
た
《
い
と
さ
ん
こ
い

さ
ん
》（
京
都
市
美
術
館
所
蔵
）
は
、
船
場
界
隈
の
商
家
の
し
と
や
か
な
姉
と
活
発
な
妹
を
描
き
分
け
た
も
の
で
、
昭
和
十
七
年
に
連

載
を
開
始
し
た
谷
崎
潤
一
郎
の
『
細
雪
』
に
も
影
響
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
若
き
日
に
南
地
の
頽
廃
美
で
売
り
出
し
た
恒
富
も
、
よ

う
や
く
古
い
大
阪
の
商
家
を
題
材
に
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
の
座
談
会
で
恒
富
は
、
い
か
に
も
食
通
ら
し
く
「
要
す
る
に
こ
れ
か
ら
描
き
た
い
も
の
は
、
僕
の
油
氣
を
出
来

る
丈
抜
切
つ
て
、
云
へ
ば
ロ
ー
ス
の
油
氣
だ
け
が
残
っ
た
と
云
へ
る
作
品
を
物
し
た
い
も
の
だ
。
最
初
の
油
氣
と
云
ふ
も
の
は
鮪
の
味
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だ
が
、
そ
れ
は
本
当
の
味
で
な
く
、
作
家
と
し
て
は
鯛
の
味
が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
語
り
、
還
暦
を
迎
え
て
の
心

境
を
伝
え
て
い
る

（
（（
（

。
こ
の
創
作
意
識
の
反
映
が
、昭
和
十
三
年
の
再
興
第
二
十
六
回
院
展
に
《
夕
空
》
の
名
で
出
品
さ
れ
た
《
星
》（
挿

図
17
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
）
で
あ
る
。
手
摺
り
の
木
枠
に
も
た
れ
て
夕
空
を
見
上
げ
る
良
家
の
娘
を
描
き
、
姿
が
宵
の
空
に
浮
か

び
あ
が
る
の
は
、
打
ち
上
げ
花
火
で
も
見
あ
げ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
花
火
を
模
し
た
浴
衣
の
紫
陽
花
模
様
や
、
星
印
の
帯
が
機
知

に
富
み
、
星
が
ひ
と
つ
輝
く
。

《
ゆ
う
べ
》《
涼
み
》
が
連
作
の
可
能
性
が
あ
る
の
と
同
様
、
本
図
も
、
前
年
の
昭
和
十
三
年
の
第
二
十
五
回
再
興
院
展
に
出
品
さ
れ

た
《
五
月
雨
》（
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
所
蔵
）
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
作
品
と
考
え
た
い
。《
五
月
雨
》
で
は
黄
聚
楽
で
あ

ろ
う
か
壁
の
黄
色
、《
星
》
で
は
夜
空
の
青
が
、
画
面
全
体
の
調
子
を
形
成
す
る
明
快
な
色
彩
設
計
が
な
さ
れ
る
。
同
じ
手
摺
り
の
木

枠
に
寄
り
か
か
っ
て
も
、《
五
月
雨
》
は
、
雨
の
な
か
玄
人
の
芸
妓
が
下
を
向
い
て
鯉
に
餌
を
や
り
、《
星
》
は
、
快
晴
の
夕
空
を
、
素

人
の
良
家
の
娘
が
見
上
げ
る
と
い
う
対
照
的
モ
チ
ー
フ
を
選
ぶ
。

背
後
の
手
摺
り
は
《
涼
み
》
で
は
橋
の
欄
干
だ
っ
た
が
、《
星
》
の
木
枠
が
何
か
は
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、大
下
絵
（
挿

図
18
）
に
よ
っ
て
、
大
阪
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
物
見
台
で
の
夕
涼
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
船
場
界
隈
の
商
家
で
は
、
物

干
し
台
と
は
別
に
、
さ
ら
に
屋
根
の
上
、
高
く
に
物
見
台
が
設
け
ら
れ
、
火
災
発
生
時
の
監
視
な
ど
の
ほ
か
、
夏
の
涼
み
場
所
と
し
て

用
い
ら
れ
た
。
大
阪
で
青
少
年
期
を
過
ご
し
た
創
作
版
画
家
の
織
田
一
磨
は
、「
そ
れ
か
ら
大
阪
市
中
は
人
家
極
め
て
密
接
し
て
ゐ
る
。

從
つ
て
庭
園
等
も
先
づ
無
い
方
が
普
通
の
有
樣
で
あ
る
。
植
物
の
培
養
等
も
總
べ
て
屋
上
に
建
て
る
。
大
阪
市
中
人
家
の
物
干
台
生
活

も
そ
の
特
色
の
一
ツ
で
あ
る
。
冩
生
の
材
料
も
従
つ
て
屋
上
に
迄
在
る
事
に
な
る
。
夏
の
夕
べ
屋
上
の
納
涼
も
大
阪
の
生
活
の
面
白
味

と
云
へ
よ
う
。
こ
れ
等
も
構
圖
さ
へ
適
當
に
つ
け
ば
冩
生
の
好
材
料
に
な
る
」
と
記
し
、「
市
中
人
家
物
干
場
」
の
挿
絵
も
付
し
て
い
る

（
（（
（

。
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大
下
絵
で
は
瓦
屋
根
が
描
か
れ
、
手
摺
が
物
見
台
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
屋
根
を
描
く
と
説
明
的
に
過
ぎ
、
空
を
見
上
げ
て
上
へ

視
線
を
誘
う
効
果
が
弱
ま
る
の
で
、
完
成
作
で
は
屋
根
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
所
が
橋
で
は
な
く
物
見
台
で
あ
る
こ
と
を
示
す

の
が
、
女
性
が
素
足
で
あ
る
こ
と
と
縁
が
波
打
つ
敷
物
の
存
在
だ
ろ
う
。
大
下
絵
で
は
、
髪
の
量
感
を
少
し
削
り
、
顔
の
右
側
で
瞬
く

星
の
位
置
の
あ
た
り

4

4

4

を
胡
粉
で
つ
け
て
い
る
。
す
で
に
昭
和
十
二
年
の
盧
溝
橋
事
件
で
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
り
、《
星
》
の
院
展
発
表

と
同
じ
昭
和
十
三
年
九
月
、
欧
州
で
第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
た
煙
硝
臭
い
時
代
の
な
か
、
当
時
の
展
覧
会
評
は
「
低
調
な
感
傷
に
戸
惑

ひ
さ
せ
ら
れ
る
」（
井
上
靖
）、「
甘
い
に
は
相
違
な
い
が
」（
春
山
武
松
）
と
厳
し
い
。
し
か
し
、
本
作
品
は
、
独
特
の
都
会
生
活
を
表

現
し
て
大
阪
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
象
徴
す
る
作
品
で
あ
り
、遊
蕩
の
歳
月
を
経
て
昇
華
さ
れ
た
エ
ス
プ
リ
と
、諦
観
さ
え
感
じ
さ
せ
る
淡
々

と
し
た
艶
麗
さ
が
醸
し
だ
さ
れ
た
名
作
で
あ
る
。

最
後
に

展
覧
会
は
決
し
て
研
究
論
文
の
「
可
視
化
」
で
は
な
く
、
過
去
の
研
究
成
果
を
十
二
分
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
も
、
同
時
に
展
覧
会
開

催
自
体
、
一
人
の
画
家
や
時
代
を
掘
り
下
げ
る
有
力
な
調
査
研
究
方
法
で
あ
る
。
図
録
も
、
展
覧
会
の
終
了
後
、
会
期
中
、
寄
せ
ら
れ

た
情
報
や
新
事
実
も
加
え
て
刊
行
し
た
方
が
精
密
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
現
代
の
展
覧
会
は
、
純
然
た
る

研
究
上
の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
文
化
情
況
と
も
密
接
に
連
動
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
、
各
地
で
盛
ん

な
街
づ
く
り
の
な
か
で
、
都
市
に
生
き
る
人
間
の
「
記
憶
」
の
問
題
も
含
ん
で
市
民
意
識
と
密
接
に
連
動
し
、
展
覧
会
が
有
効
に
作
用

す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

京
都
国
立
近
代
美
術
館
が
、
土
田
麦
僊
、
村
上
華
岳
な
ど
国
画
創
作
協
会
の
画
家
を
は
じ
め
、
京
都
画
壇
の
画
家
の
企
画
展
を
継
続
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開
催
し
、そ
の
業
績
の
再
検
証
を
進
め
て
き
た
蓄
積
は
、新
し
く
「
美
術
史
」
を
執
筆
す
る
際
に
、ど
の
画
家
や
作
品
を
選
ぶ
か
と
い
っ

た
枠
組
み
の
構
築
に
強
力
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
個
性
あ
る
画
家
た
ち
の
存
在
を
常
に
市
民
が
展
覧
会

で
確
認
し
、
意
識
し
続
け
る
こ
と
に
お
い
て
、「
美
術
の
都
」
と
し
て
の
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
補
強
に
も
貢
献
す
る
。

こ
れ
に
比
べ
て
、
大
阪
画
壇
の
重
要
な
画
家
の
展
覧
会
も
な
か
な
か
開
か
れ
ず
、
市
の
近
代
美
術
館
建
設
計
画
も
停
滞
し
た
ま
ま
の

大
阪
で
は
、
都
市
に
住
む
市
民
と
し
て
の
ア
ィ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
に
、
美
術
の
歴
史
は
作
用
す
る
こ
と
な
く
、
忘
却
さ
れ
て
い
く

一
方
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
の
美
術
館
博
物
館
が
い
く
ら
奮
闘
し
よ
う
と
し
て
も
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
の
み
で
言
え
ば
、
大
阪

画
壇
の
展
覧
会
企
画
は
収
支
の
問
題
で
予
算
措
置
さ
れ
な
い
可
能
性
も
高
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
大
阪
の
過
去
の
文
化
遺
産
へ
の

冷
遇
や
関
心
の
低
さ
が
、
情
報
発
信
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
政
治
経
済
や
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
大
阪
の
相
対
的
地
位
の
低
下
と
も
連
動

し
て
い
る
可
能
性
を
私
は
強
く
感
じ
る
。

平
成
十
五
年
は
「
北
野
恒
富
展
」
と
並
ん
で
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
木
村
蒹
葭
堂
の
大
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
近
世
と
近

代
の
大
阪
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
代
の
大
阪
自
体
が
大
阪
画
壇
に
対
し
て
無
理
解
、
無
関
心
で
あ
る
た
め
に
、

開
催
ま
で
に
様
々
な
問
題
、
困
難
を
伴
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
展
覧
会
の
成
果
を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
術
研
究
の
領
域
を
越
え
て
、
大
阪
と
い
う
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
か
か

わ
っ
て
の
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る

（
（（
（

。
発
想
を
逆
転
す
れ
ば
、
過
去
の
美
術
を
ど
う
扱
い
、
何
を
見
出
す
か
を
論
じ
る

こ
と
で
、
美
術
が
社
会
に
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
を
実
証
す
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
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注（
1
）	

拙
稿｢

大
阪
の
憂
鬱
／
軽
視
さ
れ
た
“
美
術
都
市
”―

近
世
大
坂
画
壇
研
究
に
思
う
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
創
刊
号 

特
集
：
日
本

美
術
史
再
考　

江
戸
の
美
術
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
、
平
成
十
一
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）	
武
田
俊
哉
「
八
十
年
前
の
学
研
都
市
構
想―

大
大
阪
と
大
枚
方
」、
橋
爪
節
也
編
著
『
大
大
阪
イ
メ
ー
ジ―

増
殖
す
る
マ
ン
モ
ス
／
モ

ダ
ン
都
市
の
幻
像―

』（
創
元
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。

（
3
）	
伊
達
俊
光
『
大
大
阪
と
文
化 

長
春
庵
随
想
録
』（
金
尾
文
淵
堂
、
昭
和
十
七
年
）
参
照
。

（
4
）	

北
野
恒
富
「『
美
人
画
』
と
い
ふ
称
呼
」（「
大
毎
美
術
」
第
十
三
号
、
大
正
十
二
年
）

（
5
）	

拙
著
「“
街
の
記
憶
”
へ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル―

《
モ
ダ
ニ
ズ
ム
心
斎
橋
》
展
と
は
何
だ
っ
た
か―

」（『CEL

』
76
号
、
特
集
「
都
市

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
）
参
照
。

（
6
）	

拙
稿
「
夜
雨
庵
北
野
恒
富―

そ
の
芸
術
と
逆
説―

」
並
び
に
「
北
野
恒
富
展
」
図
録
作
品
解
説
。

（
7
）	

拙
稿
「
夜
雨
庵
北
野
恒
富―

そ
の
芸
術
と
逆
説―

」（「
北
野
恒
富
展
」
図
録
）
参
照
。

（
8
）	

山
崎
豊
子
「
ぼ
ん
ち
」
な
ど
。

（
9
）	

歌
詞
は
『
新
古
琴
曲
集
』（
大
阪
楽
器
製
造
株
式
会
社
、
大
正
十
五
年
）
よ
り
。

（
10
）	

『
上
方
』
一
三
八
号
・
明
治
挿
繪
畫
家
號
（
昭
和
十
七
年
）。

（
11
）	

『
文
部
省
第
九
回
美
術
展
覧
会
図
録
日
本
画
部
』（
大
正
十
四
年
発
行
）
な
ど
。

（
12
）	

松
村
徹
三
「
北
野
恒
富
に
聴
く
」（『
美
術
と
趣
味
』
第
四
巻
第
一
號
・
特
輯･

北
野
恒
富
號
、
昭
和
十
四
年
）

（
13
）	

織
田
一
磨
「
大
阪
の
写
生
地
（
二
）」（「
中
央
美
術
」
第
二
巻
第
三
号
大
正
五
年
三
月
発
行
）

（
14
）	

蒹
葭
堂
に
関
し
て
は
、
展
覧
会
に
触
発
さ
れ
た
地
元
・
堀
江
の
有
志
を
中
心
に
「
堀
江
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
堀
江
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

※
図
版
の
う
ち
、
挿
図
１
、
２
、
３
、
15
、
17
は
『
北
野
恒
富
展
』
図
録
よ
り
転
載
し
た
。

�

（
総
合
学
術
博
物
館
教
授　

文
学
研
究
科（
兼
任
））
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挿図４　《裸婦》
「スケッチブック」（個人蔵）

挿図１　《暖か》大正４年　第９回文展出品
滋賀県立近代美術館所蔵

挿図２　《鏡の前》大正４年
第２回再興院展出品　滋賀県立近代美術館所蔵

挿図３　《浴後》部分
明治 45 年（大正元年）
京都市美術館所蔵

挿図５　《暖か》
《鏡の前》の構想スケッチ

（個人蔵）

挿図６　《暖か》《鏡の前》の構想スケッチ（個人蔵）
墨で描かれた下に
横向きに鉛筆で初期の構想が描かれている
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右列上から順に
挿図７・８・９・10

《暖か》《鏡の前》の
構想スケッチ

（個人蔵）

左列上から順に
挿図 11

《鏡の前》大下絵Ａ
挿図 12

《鏡の前》大下絵Ａ部分
挿図 13

《鏡の前》大下絵Ｂ部分

11 ～ 13 とも
大阪市立近代美術館
建設準備室所蔵
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右上　挿図 14　稲野年恒「松山颪」挿絵（広津柳浪作、「大阪朝日新聞」連載）明治 40 年
  左  　挿図 15　《涼み》大正 15 年　第 13 回再興院展　大阪市立近代美術館建設準備室所蔵
右下　挿図 16　《涼み》大下絵　部分　大阪市立近代美術館建設準備室所蔵

右側　挿図 17
《星》（夕空）昭和 13 年

再興第 26 回院展
大阪市立美術館所蔵

左側　挿図 18
《星》（夕空）大下絵
大阪市立近代美術館

建設準備室所蔵
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SUMMARY

Regarding The Kitano Tsunetomi Exhibition:
� Research Supplemental on Osaka Artistic Circles

Setsuya HASHIDUME

KITANO Tsunetomi (1880-1947) was an Osaka artist known for his 
images of beautiful women. At the end of the Meiji and into the Showa 
Era, he was active as a central figure in Osaka’s artistic circles. Further, 
he is notable as the only artist to herald from Osaka who would, by way of 
Yokoyama Taikan’s invitation, participate in the Nihon Bijutsu-in Saikô. In 
establishing the art school, Hakuyôsha, he took part in raising the next 
generation of Japanese artists. In 2003, the first large-scale exhibition on 
Kitano was held and toured throughout Japan. There were, however, 
limits to the scope of this first-ever retrospective and avenues of inquiry 
that were not explored. This paper is written in hopes of addressing in a 
free format, two of these under-developed issues.

The first issue concerns of activities of Osaka artist circles that 
would have been on the periphery of the Kitano Tsunetomi exhibition. 
Research into the art of Osaka have, up until now, been sorely inadequate. 
Within the history of Japanese art, the treatment of the artists of Osaka 
has been only miniscule. Together with tracing and sorting through this 
trend of exhibition openings, I intent to conduct an assessment of the 
significance and place of the Kitano Tsunetomi exhibition.

The second matter that this paper will touch upon is the use of 
sketching (ôshita-e) in the production of an artwork, touching upon the 
issue of process within Tsunetomi’s work. In the Kitano Tsunetomi 
exhibition, several newly discovered sketches of “Yodogimi” and “Ocha-
shitsu he” were put on display. In addition to this, the existence of 
sketches of works displayed in the exhibition was made known. In this 
paper, I intend to look to these newly discovered sketches - “Atataka” 
(1915), “Kagami no mae,” two works that were conceived of as one, and 
the sketches for “Suzumi” (1926) and “Hoshi” (1928) - and clarify the 
manner of Tsunetomi’s productive process by comparing the finished 
works and sketchbook drafts.

キーワード：�大阪画壇，北野恒富，本画と大下絵，日本美術院，美人画




